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東北大学は、震災直後の2011年4月に「災害復興新生研究機構」を立ち上げました。
以来、その多様な学知と人材力を活かし、災害科学や地域医療、環境エネルギー、廃炉等、
さまざまな震災復興の取組を展開してきました。それは、震災で得られた知や経験、教訓を
社会へ還元することが、あの未曽有の大災害を経験した唯一の総合大学として果たすべき役
割であり、社会にできるひとつの恩返しであると考えたからです。

震災とその復興による経験と知は、今後私たちが生きていく世界にどう活かすことができる
でしょうか。
あらゆる存在が共通の地で、ともに生きる社会とは、どうあるべきでしょうか。
東日本大震災から、今日までいただいた多くの支援への感謝を胸に、皆様と一緒に考えてい
きます。

事業コンセプト：

https://tohokuuniversity-lessonsfrom311.com/

特設サイト：
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いのちと生きる

災害と生きる

地域と生きる

探究と生きる

地震、津波、台風、洪水、噴火、感染症など、私たち
は日々さまざまな災害と隣り合わせで生活しています。
そしてそれらの災害は、残念ながら今日の技術では完
全に防ぐことはできません。自然に向き合い、「災害
と生きる」ことを覚悟した私たちに必要なのは、どん
な生きる力でしょうか。

東日本大震災は私たちに大きな被害をもたらしました
が、それと同時に、そこからたくさんの知と新たな技
術が生まれました。震災復興は単なる現状回復のため
の取組ではなく、より豊かで安全な未来社会を目指す
挑戦でもあります。新たな時代を探究し続ける私たち
は、この先の未来にどんな夢を描けるでしょうか。

東日本大震災をはじめ、私たちはこれまでに様々な災
害に直面してきましたが、その度に多くの人々がとも
に支え合い、協力し合いながら困難を乗り越えてきま
した。そうした経験は私たちに、人をはじめあらゆる
いのちと寄り添って生きることの大切さを改めて気づ
かせてくれます。これから先の未来で再び困難にぶつ
かるようなとき、「いのちと生きる」私たちが、力を
合わせてできることは何でしょうか。

東日本大震災からの復興活動における大きなテーマの
１つは、地域におけるコミュニティの再生や地域産業
の再興でした。そこで働き、生きる私たちの暮らしと
いうのは、地域という土台なくしては成り立ちません。
自らの暮らす地域の人、もの、産業に寄り添い、「地
域と生きる」私たちは、これからどんな地域社会を目
指していくのでしょうか。

生命 寄り添う 社会 つながり

自然 覚悟 技術 創造
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第2回オンラインシンポジウム「いのちと生きる」

※ご好評につき、「震災10年の知と未来事業」HP（https://tohokuuniversity-lessonsfrom311.com/）にて無期限再配信中

開 催 日 ：9月中旬配信予定
開催形式：日時限定のオンデマンド配信（YouTube）
出 演 者 ：東北メディカル・メガバンク機構 山本 雅之 機構長

医学系研究科 石井 正 教授
文学研究科 谷山 洋三 准教授 ほか

※詳細は、今後「震災10年の知と未来事業」HP（https://tohokuuniversity-lessonsfrom311.com/）にてお知らせ


